
 

 

 

  

 

 

 逆極点解析のための実測定データからＭｙＩＣＤＤデータを作成 
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概要 

 逆極点解析では被検試料と同一材質の無配向試料による強度比で計算される。 

   ＩＣＤＤカードから作成する場合、ＩＣＤＤカードに登録されている反射は、Ｃｕ管球による 

   ケースが多いため、Ｍｏ管球で測定出来る反射までサポートされていない。 

   Ｃｕ管球で作成されたＩＣＤＤカードに反射を追加する目的で本ソフトウエアは作成した。 

 

ＩＣＤＤから作成されたα－ＦｅのＭＹＩＣＤＤカード 

  

 

Ｍｏ管球による実測定データ（Ｅｄｉｔｅｒで作成する） 

  

 指数 強度 ２θ角度 

 データの区切りをタブとする。 

   部分の追加を行う。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアの使い方 

 ODFPoleFigure2->ToolKit->InverseTools->MeasureDatatoMYICDD 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 実際に測定したｒａｎｄｏｍデータから作成したｈｋｌ 実強度 ２θ角度テーブルを選択 

 

   測定した波長を選択  結晶系を選択 

  

 ＭＹＩＣＤＤに登録されているデータの指定 

      新規ＭＹＩＣＤＤ登録ファイルを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｍｏ管球による実測定データを選択 

  

ＭＹＩＣＤＤのα－Ｆｅを選択 

  



で  

ファイルが作成される。 

ＭＹＩＣＤＤに登録したファイルを確認 

 ODFPoleFigure2->ToolKit->DatabaseIndex->MaterialData 

  

 

作成が確認出来る。 


